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野外体験の形成力－ホンモノをむき出しにする自然と向き合う－
Formative effect of outdoor experience
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私の話は野外体験の形成力についてである．

今日のテーマ

１．「生きる力」を育む教育実践のねらい
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３．成果

１．「生きる力」を育む教育実践のねらい

これは，私が活動している自然体験活動のね

らいである．

①楽しむ

図１は私が近所の神社の石垣にへばりついて

いるだけだが，最近非常に気に入っている．こ

ういうポーズをとるだけで体が喜んでくれると

いうか，それくらい気持ちいい．最近ある知人

に教わってやってみたら，ほんとに気持ちよか

った．こんなにシンプルなのかと思うぐらいで，

これがもしかしたら体育・スポーツの原点では

ないかと感じた．

心理学者のチクセントミハイは，「内発的に

動機づけられた自己の没入感の伴う楽しい経

験」つまり，楽しんで没頭している状態のこと

をフロー体験といっている．私はこのフロー体

験に注目しているが，その理由は，それが人間

発達のモデルとして利用できるのではないかと

思ったからである．
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